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フーリエ変換イオンサイクロトロン共鳴型質量分析法を用いた陸水中溶存有機物の
分子レベルキャラクタリゼーション
Molecular-level characterization of dissolved organic matter in inland waters using FT-
ICR MS
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フーリエ変換イオンサイクロトロン共鳴型質量分析 (FT-ICR MS)は、現在のところ、数千～数万種の有機化合物から
なる溶存有機物 (DOM)に対し、検出されるそれぞれの質量イオンピークに分子式を計算するのに足る質量分解能を有す
る、唯一の質量分析法である。近年この FT-ICR MSを用いた様々な起源を有する天然水試料の有機分子組成に関する報
告がなされてきた。FT-ICR MSが提供することができる DOMの組成解析のために利用できるパラメータには、分子式
から計算される元素組成比 (H/CやO/C)、不飽和度 (Double bond equivalents: DBE)、Kendrick Mass Defect (KMD)分析に
よる官能基解析などがある。
　我々は、様々な起源を有する陸水試料 (河川水・湖水・雨水・土壌水など)に FT-ICR MS分析を適用し、上記のパラ

メータを比較することにより試料に含まれる有機分子の特徴を捉えることを試みた。
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